
城北地区を支える役員の皆さん

令和３年度令和３年度
町会長紹介町会長紹介

沢村公園徳瀬山公園

深志高校

旧開智学校

開智小学校

白金町会
窪田 隆彦

蟻ヶ崎北町会
上条 晴康

沢村町会
古田 健司

深志ヶ丘町会
伊藤 千津子

蟻ヶ崎東町会
細萱 志郎

北馬場町会
大岩 隆

田町町会
板花 恒民

新田町町会
岡野 美代子

徒士町町会
大蔵 章男

旗町町会
一杉 ミカ

西町町会
東 靖人 同心口張町会

辻 喜夫

堂町町会
田中 博

蟻ヶ崎台町会
梅津 雅彦

［
連
合
町
会
長
会
］

　
会
　
長
　
細
萱
　
志
郎

［
町
内
公
民
館
長
会
］

　
会
　
長
　
上
原
　
偉
敏

［
民
生
児
童
委
員
］

　
会
　
長
　
太
田
　
和
成

［
健
康
づ
く
り
推
進
員
］

　
会
　
長
　
松
崎
　
忠
夫

［
日
赤
奉
仕
団
］

　
会
　
長
　
岡
田
　
敏
子

［
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
］

　
会
　
長
　
古
田
　
健
司

［
環
境
衛
生
協
議
会
］

　
会
　
長
　
草
深
　
則
良

［
社
会
福
祉
協
議
会
］

　
会
　
長
　
細
萱
　
志
郎

［
体
育
協
会
］

　
会
　
長
　
窪
田
　
隆
彦

［
子
ど
も
会
育
成
会
］

　
会
　
長
　
由
井
三
佐
子

［
緑
化
推
進
委
員
協
議
会
］

　
代
　
表
　
古
田
　
健
司

［
防
災
連
合
会
］

　
会
　
長
　
山
岸
　
運
司

［
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
］

　
会
　
長
　
丸
山
　
芳
子

［
友
の
会
］

　
会
　
長
　
細
萱
　
志
郎

［
福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協
議
会
］

　
会
　
長
　
細
萱
　
志
郎

［
ひ
ろ
ば
委
員
会
］

　
委
員
長
　
宮
田
　
幸
子

［
住
み
よ
い
町
づ
く
り
協
議
会
］

　
会
　
長
　
細
萱
　
志
郎

　
安
全
の
部
会
長

　
　
　
　
　
上
条
　
晴
康

　
健
康
の
部
会
長

　
　
　
　
　
窪
田
　
隆
彦

　
福
祉
の
部
会
長

　
　
　
　
　
三
村
伊
津
子

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

令和 3 年 5月１日現在

総世帯数 3,741

総 人 口 7,869

男 3,755

女 4,114
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４
月
よ
り
、
城
北
地
区
地
域
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
に
配
属
と
な
り
ま

し
た
。
３
月
ま
で
は
岡
田
地
区
福

祉
ひ
ろ
ば
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
て
い
ま
し
た
。
地
区
活
動

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
「
支

え
合
い
の
輪
」
を
広
げ
ら
れ
る
よ

う
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
南
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
へ
異
動
と

な
り
ま
し
た
。

　

１
年
間
と
い
う
短
い
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
地
区
の
皆
様
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

晴
天
の
４
月
15
日
「
拾
ヶ
堰
散

策
講
座
」
参
加
者
18
人
は
、
バ
ス

で
豊
科
南
部
総
合
公
園
へ
。
そ

こ
か
ら
原
明
芳
さ
ん
の
案
内
で

「
拾
ヶ
堰
」
散
策
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

水
不
足
で
苦
し
む
安
曇
野
の
農

民
達
は
、
庄
屋
有
志
と
松
本
藩
援

助
の
も
と
、
奈
良
井
川
か
ら
水
を

引
く
た
め
、文
化
13
（
１
８
１
６
）

年
２
月
に
開
削
工
事
を
始
め
、
延

べ
６
万
７
１
１
２
人
の
農
民
が
力

を
合
わ
せ
、３
ヶ
月
で
「
拾
ヶ
堰
」

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。「
拾
ヶ
堰
」

と
は
、
堰
流
域
の
10
ヶ
村
を
う

る
お
す
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

奈
良
井
川
か
ら
取
水
し
た
水
の

流
れ
は
、
梓
川
を
横
断
。
ゆ
っ
く

り
北
ア
ル
プ
ス
に
向
か
い
、
通
称

「
大
曲
り
」
か
ら
大
き
く
迂
回
し
、

烏
川
ま
で
15
キ
ロ
の
用
水
路
を
作

り
ま
し
た
。

　

２
０
０
年
経
っ
た
今
で
も
、

拾
ヶ
堰
は
人
々
に
守
ら
れ
、「
ア

ル
プ
ス
に
登
っ
て
い
く
」
と
見
ま

ち
が
え
る
ほ
ど
、
ま
っ
す
ぐ
山
方

面
へ
流
れ
て
方
向
を
変
え
ま
す
。

18
人
は
、
そ
ん
な
水
の
流
れ
を
横

に
「
じ
て
ん
し
ゃ
ひ
ろ
ば
」
で
昼

食
を
と
り
、
昼
食
後
、
豊
科
郷
土

博
物
館
ま
で
、
民
家
の
間
を
歩
く

こ
と
1
・
5
キ
ロ
。
博
物
館
で
豊

富
な
資
料
を
見
学
の
後
、
碌
山
美

術
館
で
は
彫
刻
、
絵
画
を
ゆ
っ
く

り
観
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

人
間
が
作
り
あ
げ
た
用
水

「
拾
ヶ
堰
」。荻
原
碌
山
の「
女
」「
文

覚
」
な
ど
の
芸
術
作
品
。
共
に
、

そ
こ
に
は
、
人
々
の
た
ゆ
み
な
い

努
力
と
、
後
世
に
伝
わ
る
結
晶
が

あ
り
ま
す
。

　

安
曇
野
の
中
で
、
ゆ
っ
た
り
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

拾
ヶ
堰
は
、
２
０
０
６
年
「
疎

水
百
選
」（
農
林
水
産
省
）
に
選

定
。
ま
た
、
住
民
参
加
の
改
修
維

持
が
評
価
さ
れ
、２
０
０
７
年「
上

野
賞
」（
農
業
農
村
工
学
会
）
を

受
賞
。
２
０
１
６
年
に
は
国
際
か

ん
が
い
排
水
委
員
会
か
ら
世
界
か

ん
が
い
施
設
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

新
任
職
員
紹
介

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

地区生活支援員
 ほりかわ　  　さとこ　  

堀川　聡子

前地区生活支援員
たかぎ　      やよい

髙木　弥生

アルプスへと流れていく拾ヶ堰を
眺める参加者

４月２日に東京オリンピックの聖火が
松本を駆けました！

満開の桜もランナーを応援松本城黒門前にて引き継がれる聖火

令
和
３
年
度
　

  

公
民
館
委
員
名
簿

（
◎
部
長
、
◯
副
部
長
）

企
画
運
営
委
員
会

　
田
中
　
正

　
細
萱
　
志
郎

　
上
原
　
偉
敏

　
浅
輪
　
孝
行

　
北
野
　
貞
子

　
小
澤
　
基
裕

　
塚
田
　
き
よ
子

館
報
編
集

【
編
集
班
】

◎
大
月
　
悦
子

◯
横
山
　
修
三

　
丸
山
　
守
寿

　
伊
藤
　
千
津
子

　
須
澤
　
す
え
美

　
吉
見
　
隆
男

　
宮
下
　
冨
美
子

【
記
録
班
】

◯
守
安
　
威
象

　
尾
日
向
　
智
子

　
田
中
　
浩

　
福
井
　
節
子

　
柴
田
　
直
明

　
丸
山
　
幸
子

体
育
部

◎
窪
田
　
隆
彦

◯
福
澤
　
伸
起

◯
清
水
口
　
勝

　
細
萱
　
康
二

　
竹
内
　
美
佐
子

　
塩
沢
　
貞
子

　
後
藤
　
充
子

　
土
屋
　
満
千
代

文
化
部

◎
松
田
　
榮
子

◯
後
藤
　
芳
孝

◯
須
澤
　
仁

　
深
澤
　
久
雄

　
大
月
　
節
子

　
梅
津
　
雅
彦

　
大
岩
　
隆

　
大
月
　
ひ
ろ
子

　
吉
江
　
隆

　
菊
池
　
貴
子

青
年
部

◎
伴
　
知
由
紀

◯
清
水
　
亮

　
青
木
　
克
憲

　
今
里
　
正
作

　
前
田
　
哲
也

　
代
田
　
幹
彦

　
野
田
　
貴
嗣

聖
火
、

「
楽
都
」を
走
る！

聖
火
、

「
楽
都
」を
走
る！

拾
ヶ
堰 

散
策
講
座

春
爛
漫
の
安
曇
野
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